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Ｑ　

９
月
定
例
会
で
創
設
さ

れ
た
、
飲
食
店
を
対
象
と
し

た
感
染
防
止
対
策
助
成
金
制

度
の
申
請
状
況
と
助
成
金
を

活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
対

策
は
。
ま
た
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
へ
の
対
応
は
。

Ａ　

こ
の
事
業
は
飲
食
店
に

対
し
、感
染
防
止
対
策
の
実

施
と「
感
染
防
止
宣
言
ス
テ
ッ

カ
ー
」の
登
録
を
促
し
、対
策

に
要
し
た
費
用
を
助
成
す
る

も
の
で
あ
る
。
申
請
数
に
つ

い
て
は
、伸
び
悩
ん
で
お
り
、

県
の
施
策
の
協
力
店
舗
に
対

し
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。今

後
、商
工
関
係
団
体
や
市
町
村

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
相
談

会
を
商
工
会
議
所
や
市
町
村

で
開
催
す
る
と
と
も
に
、商
工

会
、商
工
会
議
所
の
経
営
指
導

員
が
事
業
所
を
訪
問
し
て
助

成
金
の
活
用
を
呼
び
か
け
る
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

い
て
は
、
発
生
農
家
を
支
援

す
る
た
め
、
処
分
し
た
家
畜

や
飼
料
な
ど
の
損
失
に
応
じ

た
手
当
金
の
交
付
に
向
け
、

国
へ
速
や
か
に
申
請
を
行
う
。

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
養
鶏
場

に
お
い
て
、
野
鳥
の
侵
入
を

防
止
す
る
防
鳥
用
ネ
ッ
ト
の

整
備
や
鶏
舎
周
辺
の
雑
木
の

伐
採
な
ど
が
徹
底
さ
れ
る
よ

う
事
業
を
執
行
し
て
い
く
。現

時
点
で
感
染
経
路
は
不
明
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、あ
ら

ゆ
る
取
り
組
み
に
よ
り
、こ
れ

以
上
感
染
が
拡
大
し
な
い
よ

う
予
防
措
置
を
徹
底
す
る
。

Ｑ　

保
健
環
境
研
究
所
の

建
て
替
え
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
、医
学
と
獣
医
学

が
共
同
し
て
取
り
組
み
を
行

う
拠
点
で
あ
る
「
ア
ジ
ア
防

疫
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
誘

致
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

保
健
環
境
研
究
所
の
建

て
替
え
に
つ
い
て
は
、
年
度

内
に
関
係
部
局
で
構
成
す
る

庁
内
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

必
要
な
機
能
や
施
設
、
設
備

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

来
年
度
中
に
は
基
本
計
画
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
ア
ジ
ア
防
疫
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」の
九
州
へ
の
早
期
設

置
に
つ
い
て
、
九
州
地
方
知

事
会
か
ら
国
に
提
言
を
し
た

ほ
か
、
政
府
へ
の
予
算
要
望

な
ど
で
九
州
に
早
期
に
整
備

し
て
い
た
だ
く
よ
う
発
言
し

た
。
今
後
、
医
療
機
関
な
ど

と
の
連
携
体
制
の
構
築
や
調

査
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

新
県
立
美
術
館
の
目
指

す
姿
と
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
は
有
識
者
で
構
成
す

る
基
本
計
画
策
定
委
員
会
に

目
指
す
姿
と
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
、「
芸
術
の
可
能
性
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
美
術
館
」

「
福
岡
県
・
九
州
の
文
化
芸
術

の
発
展
に
貢
献
す
る
美
術
館
」

「
県
民
が
育
て
、
県
民
の
誇
り

と
な
る
美
術
館
」「
大
濠
公
園

と
一
体
と
な
っ
た
美
術
館
」の

四
つ
の
柱
を
示
し
、
お
お
む

ね
了
解
を
得
た
。
令
和
３
年

の
秋
頃
ま
で
に
基
本
計
画
を

ま
と
め
、
遅
く
と
も
令
和
11

年
の
大
濠
公
園
開
園
１
０
０

周
年
ま
で
に
開
館
さ
せ
た
い
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ど
の

よ
う
に
来
年
度
の
予
算
編
成

を
す
る
の
か
。

Ａ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う
県
税

の
大
幅
減
収
は
、
来
年
度
に

も
及
ぶ
と
見
込
ま
れ
る
。
通

常
債
の
残
高
も
豪
雨
災
害
復

旧
・
復
興
対
策
、
減
収
補
て

ん
債
の
発
行
に
よ
り
増
加
傾

向
に
あ
り
、
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
だ
。
今
は
県
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
の
感
染

症
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
の
取

り
組
み
、
そ
し
て
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
が
急
務
で
あ

り
、
こ
れ
ら
に
し
っ
か
り
取

り
組
む
こ
と
で
経
済
の
立
て

直
し
、
活
性
化
を
図
り
、
税

源
の
涵か
ん
よ
う養

に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
来
年
度
の
当
初
予

算
編
成
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
を

講
じ
つ
つ
、
地
域
経
済
の
回

復
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と

も
に
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
着
実
に
進
め
る
。

併
せ
て
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
歳
入
・
歳
出
両
面
か

ら
の
不
断
の
改
革
を
続
け
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
に

配
分
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

行
政
改
革
担
当
大
臣
が

行
革
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い

る
「
脱
ハ
ン
コ
」
に
つ
い
て
。

Ａ　

押
印
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
県
で
は
「
国
の
法
令
等

で
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
」

「
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
も

の
」
を
除
き
、
原
則
と
し
て

押
印
の
義
務
付
け
を
廃
止
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
時

点
で
押
印
を
義
務
付
け
て
い

る
手
続
き
が
約
６
０
０
０
件

あ
り
、
こ
の
う
ち
５
０
０
０

件
に
つ
い
て
義
務
付
け
を
廃

止
で
き
る
見
込
み
。「
国
の
法

令
等
で
規
定
さ
れ
て
い
る
も

の
」
に
つ
い
て
は
、
国
が
順

次
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、

今
後
廃
止
件
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
県
の
条
例
・
規

則
の
改
正
を
要
し
な
い
も
の

は
年
内
に
、
改
正
を
要
す
る

も
の
は
年
度
内
に
見
直
し
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

Ｑ　

県
産
農
林
水
産
物
の
輸

出
拡
大
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

県
は
こ
れ
ま
で
、
①
海

外
の
量
販
店
等
で
の
販
売
促

進
フ
ェ
ア
の
開
催
、
②
商
談

会
へ
の
出
展
、
バ
イ
ヤ
ー
の

産
地
へ
の
招
へ
い
、
③
輸
出

先
国
の
残
留
農
薬
基
準
な
ど

に
対
応
し
た
生
産
を
行
う
た

め
の
現
地
実
証
や
生
産
指
導

等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま

た
、
新
た
に
輸
出
が
解
禁
さ

れ
る
品
目
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
米
国
向
け
「
み
か
ん
」

「
柿
」や
、ベ
ト
ナ
ム
向
け「
梨
」

を
他
県
に
先
駆
け
輸
出
し
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
渡

航
し
て
行
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
対
面
式
の
商
談
が
実
施

困
難
な
状
況
。
こ
の
た
め
輸

出
先
国
の
状
況
に
応
じ
、
県

海
外
事
務
所
や
現
地
輸
入
業

者
と
連
携
し
て
フ
ェ
ア
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、ウ
ェ
ブ
を

活
用
し
た
商
談
な
ど
も
取
り

入
れ
て
お
り
、今
後
と
も
一
層

の
輸
出
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

高
齢
者
施
設
等
で
働
く

職
員
に
対
す
る
定
期
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
具
体
的
内
容
を

問
う
。

Ａ　

高
齢
者
施
設
や
障
が
い

者
施
設
の
入
所
者
は
特
に
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
を

踏
ま
え
、
入
所
系
施
設
で
入

所
者
と
接
す
る
可
能
性
が
あ

る
職
員
を
幅
広
く
対
象
と
し

て
、
一
斉
・
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
行
う
。
今
後
、
速

や
か
に
準
備
を
進
め
年
内
に

事
業
を
開
始
す
る
。
検
査
の

頻
度
に
つ
い
て
は
、
来
年
３

月
ま
で
の
間
に
、
１
人
あ
た

り
３
回
を
上
限
に
実
施
す
る

予
定
だ
。

Ｑ　

県
有
施
設
に
お
け
る
使

用
電
力
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
化
及
び
企
業

や
自
治
体
等
の
団
体
が
使
用

電
力
を
１
０
０
％
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
意

思
と
行
動
を
示
す
枠
組
み

「
再
エ
ネ
１
０
０
宣
言　

Ｒ
Ｅ　

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
へ
の
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
と
し
て
の
参
画
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ　

自
ら
の
施
設
の
使
用
電

力
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と
や
、

「
Ｒ
Ｅ　

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」へ

の
参
画
を
企
業
等
に
呼
び
か

け
る
取
り
組
み
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
を
喚

起
す
る
こ
と
で
普
及
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
だ
。
県
は
こ

れ
ま
で
供
給
側
に
着
目
し
、

日
照
時
間
、
風
速
な
ど
適
地

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
や
、

市
町
村
お
よ
び
民
間
事
業
者

へ
の
導
入
支
援
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
新
た
に
洋
上

風
力
発
電
の
導
入
を
図
る
な

ど
、
引
き
続
き
供
給
面
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
県

有
施
設
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
化
に
つ
い
て

は
供
給
の
安
定
性
、
調
達
先

が
限
定
さ
れ
る
こ
と
や
、
調

達
コ
ス
ト
な
ど
の
課
題
が
考

え
ら
れ
る
。
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

へ
の
参
画
も
含
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
状
況
、

課
題
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ　

県
立
学
校
の
教
職
員
の

超
過
勤
務
の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ　

昨
年
１
年
間
の
教
職
員

の
超
過
勤
務
は
月
平
均
39
・

３
時
間
で
、
月
に
80
時
間
を

超
え
る
者
は
10
％
。
教
諭
の

み
で
は
月
平
均
41
・
８
時
間
、

月
に
80
時
間
を
超
え
る
者
は

11
・
５
％
だ
っ
た
。
今
年
度

の
学
校
再
開
後
の
状
況
を
み

る
と
、
月
平
均
と
80
時
間
超

過
の
双
方
で
減
少
傾
向
は
見

ら
れ
る
も
の
の
、
教
職
員
の

健
康
保
持
の
観
点
か
ら
、
さ

ら
な
る
縮
減
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
来
年
度

か
ら
本
格
稼
働
す
る
「
統
合

型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の

運
用
に
よ
り
、
実
効
性
の
あ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

併
せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

縮
小
さ
れ
た
会
議
や
行
事
等

に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
を

精
査
し
、
今
後
の
業
務
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
。

Ｑ　

北
九
州
市
で
行
う
地
域

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
実
証
事
業
に
つ
い

て
。

Ａ　

県
は
北
九
州
市
と
連
携

し
、
環
境
省
事
業
を
利
用
し

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
が
集
積
す
る
響
灘
地
区

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
水
素

の
地
域
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

構
築
に
向
け
た
実
証
事
業
に

着
手
し
た
。
実
証
で
は
①
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
ご

み
発
電
と
い
っ
た
複
数
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制
御

す
る
国
内
初
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
余
剰
電
力
か

ら
効
率
的
に
水
素
を
製
造
②

製
造
し
た
水
素
を
、
北
九
州

市
内
の
み
な
ら
ず
県
内
各
地

に
運
び
、
多
様
な
用
途
で
利

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

実
証
を
通
じ
、
水
素
を
安
価

に
製
造
し
、
広
域
で
利
用
す

る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

さ
ら
に
、
実
証
実
験
の
取

り
組
み
や
意
義
を
県
民
に
広

く
知
ら
せ
、き
た
る
べ
き
「
水

素
社
会
」
の
姿
を
発
信
し
て

い
く
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー

防
止
の
た
め
の
取
り
組
み
と
、

高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
へ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
で
は
店
舗
や
施
設
等

で
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、

濃
厚
接
触
者
に
限
ら
ず
、
感

染
し
て
い
る
と
疑
う
に
足
る

正
当
な
理
由
が
あ
る
者
も
行

政
検
査
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
高
齢
者
施
設
等
の
従

事
者
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

施
設
や
障
が
い
者
施
設
の
入

所
者
は
、
特
に
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

入
所
系
施
設
で
入
所
者
と
接

す
る
可
能
性
が
あ
る
職
員
を

幅
広
く
対
象
と
し
、
一
斉
・

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
新
規
入
所
者
は

対
象
で
は
な
い
が
、
ク
ラ
ス

タ
ー
が
複
数
発
生
し
て
い
る

よ
う
な
地
域
で
は
施
設
内
の

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
行
政
検
査
の

対
象
と
す
る
。

Ｑ　

不
妊
治
療
や
不
育
症
治

療
に
か
か
る
幅
広
い
支
援
を

問
う
。

Ａ　

不
妊
や
不
育
症
の
方
々

は
、
不
安
や
流
産
、
死
産
に

よ
る
喪
失
感
を
抱
え
て
お
ら

れ
、
精
神
的
ケ
ア
が
必
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
相
談
者

に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

相
談
に
当
た
る
職
員
や
医
療

従
事
者
等
の
研
修
会
の
テ
ー

マ
に
心
の
ケ
ア
を
追
加
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
働
き
な

が
ら
治
療
を
受
け
る
方
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企

業
・
事
業
所
の
方
々
が
集
ま

る
場
所
を
活
用
し
、
治
療
内

容
や
職
場
に
お
け
る
配
慮
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
す

る
な
ど
周
知
啓
発
を
行
っ
て

い
く
。
併
せ
て
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
不
妊
に
加
え
不

育
症
の
ペ
ー
ジ
を
追
加
す
る

な
ど
、
県
民
の
理
解
促
進
を

図
っ
て
い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

井
上  

正
文  

（宗像市）

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

佐
々
木  

允  

（田川市）

公
明
党

公
明
党

大
塚  

勝
利  

（福岡市東区）

緑
友
会

緑
友
会

安
部  

弘
彦  

（遠賀郡）


